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国際農業機械化研究会は，㈱新農林社と共催で，第 464 回海外農機事情報告会を平成 25 年
６月 27 日（木）に開催した。講師は，生研センター水上智道氏。水上氏は，2012 年９月 15
日から 24 日にかけて国際学会への参加に併せて，北京・西安を視察。その概要を映像と共に
報告した。
要旨は以下の通りである。

中国の農業事情を視察して
生物系特定産業技術支援センター（生研センター）
生産システム研究部　生育管理システム研究
水上　智道　氏

2012 年 9 月に中国北京市内で農薬に関する国際
学会がありました。その学会の参加に併せ，西安で
大学の先生をしている私の大学の友人をつてに中国
の北京と西安で農業事情を視察してきましたので，
報告させていただきます。
ちょうど尖閣諸島問題から発展し日本に対する暴

動が盛んなときで，日本人に対して大変厳しい時期
でした。この車の写真には，ちょっと不自然な箇所
があります。間違い探しのようですが，日産車です
が，日産のロゴではなく，星のマークがついていま
す。日本車というのを隠して走っているのです。ま
た，中国の生研センターのようなところと打合せを
する約束をしていたのですが，このような状況のた
め，直前に取りやめになりました。内容が乏しいか
もしれませんが，見てきた範囲でお話させていただ
ければと思います。
今回の動向を簡単に説明すると，最初に国際学会

へ参加し，次に北京の市場視察，植物工場を見学し
ました。その後に西安に移動し，大学で，私の研究
分野であるドリフトの説明等をしてきました。そし

てここでも，西安の市場を見学しました。また，西
安から 200kmくらい離れた楊凌という所に，中国
が国を挙げて農業分野に特化した国際的な農業用団
地を作っている地区があります。日本の工業団地の
ようなもので，中国が国策として勧めている特化地
区です。各国から様々な企業が入っています。そこ
を見学してきました。

北京新発地農産品市場
北京市内にある大きな農産物市場「北京新発地農

産品市場」です。農産物がどういうふうに集まり，
どういうふうに販売しているのか，現場を見てきま
した。この市場では，様々なセクションがありまし
た。セクションというのは品目や作物毎にわかれて
いる場所です。主にニンニクや生姜を売っているセ
クションを訪問しました。隣のセクションでは，他
の作物を取引しています。農家が北京近郊から，自
分で車を運転して野菜を運び，そのままトラックで
直接販売というのが現状だそうです。トラック一台，
全てニンニクです。その隣も，またその隣もニンニ

図１　北京市内にある農産物市場 図２　ニンニクを売るトラック


